
‾1は

梢
同
球
を
抱
い

母
校
の
脈
ノ'ゝ

敗

に．

て
猛
然
ふ
敵
陣
に
葛
淮
す
れ
ば

と

挺
’
身
タ
ッ
ク
ル
に

ｖ
む
。
精
紳
と
技
の
ラ
グ

此
の
ラ
グ
ビ
ー

ビ
ー
ー
”
‘

こ
れ
を

こ
そ
我
岩
中
の
輝
や
か
し

ど!

歴

史
を
持
タ
校
技
で
あ
る
こ
と
を
部
ほ
一
同
白
畳
し

て
も
ら
ひ
た

ゝ

Ｑ

Q･

－
｀ノ

グ

ビ
ー
部
は
新
部
長
山
中
先
生

の
柴
響
と
厖
史
と
を
雙

眉
に
荷
ひ
、

の
下
に
、
此

派
に
心
を
浄

め
、
汗
に
身
慌
を
洗
ひ
、
血
み
ど
ろ
の
練
習
を
重

・
－
Å

４
４

Ｉ
Ｊ
一

利
目

て
、
晴
れ
の
戦
場
に
の
μ

1･
Ｓ

　ゝ

.心

ヽ
ん
だ
。

・
Ｗ
は
八
入
制
を
採
用
し
た
が
組
織
僥
挑
に

句
む

多
く
、
涅
に
宣
行
出
来
な
か
つ
た
が
来
年

こ
そ
名
心
．
;

、

Ｌ

ゝ

!;

１

ノ

に
ハ
入
制
の
張
力
１

も
ら
ひ
た
い
。

疲
し

↓
‐
’
″
・

フ
ツ
力

力

の

・
い
を
泣
つ
て

を
知
ら
ぬ
吸
引
な
角
掛
・
吉
田
（
修
）
の
雨

｜

　
一
■
曾
Ｉ
Ｉ

Ｉ
・
１

　
’
Ｉ
ｌ
　
ｒ
ｌ
‐

　
一

老
巧
を
と

ツ
ク
ロ
ー

、
正
確
沈
着
な
名
セ
ン
タ

ら

芳

冗

や･J

１１
リ

西
の
セ
カ
ｙ

混
ぜ
た
河
漫

に
よ
っ
て
ド

●

リ
七
情
八
起
の
猛
練
習
に

す
嘔
カ
ド

ＩＩ
Ｊ

ゝ

才

4，

●た
Ｉ
ｊ
ｊ

ｆ
４
４
μ

伸･ゝ

Ｆ

Ｉ
瀬

ロ
　
ー
・

Ｉ
Ｉ
ｉ

－Ｊ

張

、
斯
淮
、

・
小
野
寺
・
極
内
の
バ

Ｗ
は
固
め
ら
れ
文
字
浦

い
そ
し
み
自
他
共

・
Ｗ
ヽ
と
な
っ
た
。

に
以
ス
ク
ラ
ム

　
負
傷
の
ｎ
、

に
許

ハ
ー
フ
に
始
め
井
上
を

川
越
こ
リ
レ
ー
し
．

Ｉ

再

び
―
－Ｊ

村
に
リ

レ
ー
し
た
、

ス
タ
ン
ド
オ
フ

合
馴
れ
し
た
快
足
の
高
橋
を
据
へ
て

伯
‥
介
者
と
七
た
。

〃

心

ｌ

ｊ’
Ｉ

試

前
徴
用
衛
の

　
Ｔ
・
Ｂ
は
駿
足
を
利
川
す
る
竹
花
の
ウ
イ
ン

グ
、
主
将
で
古
参
の
長
躯
精
巧
な
武
田
と
腰
の
9
.

い
佐
藤
の
雨
セ
ン
タ
ー
、
小
脳
乍
ら
も
敏
辿
果
敢

な
川
村
の
ウ
イ
ン
グ
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
我
部
完

し
の
感
を
侃
ハ

へ

た
。

　
Ｆ
・
Ｂ
は
始
め
名
手
川
越
、
後
に
機
敏
な
新
入

武
田
（
武
）
に
よ
っ
て
守
ら
れ
第
フ
程
の
者
に
安
心

を
輿
へ

て
居
る
。

第
十
一
回
七
人
制
東
北
ラ
グ
ビ
ー
大
倉

五
月
五
日

參

　
・
‘
ｊ

だ
詞

=－－

―
ｊllII岩中Ｂ
ぷ
へ

↓
・
１戦

九
於
仙

‘rlこｰ'

組

碩
評
定
河
原
帝
大
グ
ラ
ン

キ
ッ
ク
オ
フ
午
前

掛
・

″
ｎ
．
’

ｆ

ＩＩ’
ノ

田
　
　
上

潮
吉

4
’
y
~
7

’
Ｖ
『

/Ｉ
Ｈ
ｊ

―

　
＃

Ｊ
Ｉ
・
、

11.B.

’
Ｉ
Ｉ
‘
Ｉ
、

Ａ
　
野
上
田
　
田

中
　
　
　
　
　
浬

盛
　
深
水
棲
　
太

九
時
十
五
分

疏
澄
蔀

川
河
佐

ｒ
Ｉ
ｆ
ｊ
！
ｋ

ｊ
ｊ
ｌ

　
　
　
Ｔ

Ｘ
Ｉ
Ｉ
ン
ー
ノ

田岡

Ｉ日

太田代

ド

Ｉ
ｊ

四フ

－
＝
－

！
―



処
日
３

盛
中
Å
６

岩中Å盛中Ｂ

.
7
1

．
ｉ

ら

　&l　i）　り　r）

橋

　
　
　
野

拐
高
小

―
Ｖ
・
Ｘ－

ｒ

ｘ
／
Ｉ
、
。
’
‐
Ｉ
Ｊ

藤
巻
山

岩
中
Ａ
1
4

準
決
防Å

Ｉ
Ｉli

決

.-ら、

８６

岩
　
栃
高
小

ｊ
tll工科

l

..4

1

1】

ﾝf

ぎ

ＸＩド．

１を
野
月

中
Ａ
1
4
､ヽ.A-、

６８

診

１
０
－
０

ＩＩＪ
I･i
｡
1･1
｡

００００

~ｙ-゛ゝ-〃´

Ｏ
岩
中
Ｂ

竹

瀧

武

Ｂ

　
　
　
１

１全　子

　笹

藤　原

ｏ
盛
中
ｎ

五
分

田

竹
池
沢

／
‐
Ｉ
Ｉ
く
・
！

Ｔ。Ｂ．

―原
村
浬

栗
本

｀一Ｔ~

　０

″
Ｔ
£
Ｉ
Ｉ

仙
工
Ｂ

一

-．Ｓ

一一

栴中y｀岩中Å

Ｘrl

渫
‥
藤

田
長

後

―

ｒ
・
’
Ｉ
Ｘ
『

　
　
　
　
’
１
‐
｀
‐
‘

～`
／
・
‐
Ｉ
！
ノ

内
橋

栃

高

岩
中
Å
０

ヽ野寺
ｊ
Ｊ

．-Å-、

００

澄
　
渡
４
、

ｌ
’
ｊ

ｌ
ｊ
ｊ
ｌ

Ｅ

川　村

棋

田4j
ロ

那　須

Ｃ
ノ
ー
！
ｘ

４Ｉ
ＩＴ．

～
／
‐
Ｉ
’

花
村
竹
詣

１

11武

０６

｀－ヽｙ･･－ｊ

、

６

栴

中

.

八

（
前
半
）
栴
中
の
キ
ツ
ク
オ

十
ヤ
ー
ド
澄
の
ダ
イ
ス
よ

に
て
敵

j･

陣

に
雪
崩
込
む
も
、

ル
テ
イ
ー
を

得
ら
る
○

得
た
る
栴
中
突
込
ん
で
来

フ

　'●

リ

Ｔ
砂
岩
中
自
陣

球
を
】
得
、

オ
フ
サ
イ
ド

三
分
タ

る
も

に
て
こ
れ
を
は
？
み
し
が
、

へ

　　｀ゝ

１1 1
・
・
’て

1●

キ
ッ
ク

に
て
ぺ

ッ
チ
よ
リ
球
を

よ
く
タ
ッ
ク
ル

選
手
益
々
疲

啓
を
加

四
分
中
央
澄
の
ル
ー
ズ
よ
り
栴
中
珪
を

・
ｎ

Ｔ
・
Ｂ
七
わ
た
り
Ｔ

こｙ

ｌ

ずぺ

ル
直
下

に
ト

ラ
イ

岩
中
奮
起
し
ド
リ
ブ

ナ
な
テ
ィ
ー
を

戦
よ

日
于
４
４
－

｀●

●

ｎ
コ

の

ド

得
、

リ
イ
ブ
な

』－

-

１

ン
ウ
ア
ー
ト
な
ら

ル
に
て
せ
・
め
し
が
叉
も

ら
る
Ｑ

り
栴
中
ド
リ
ブ
ル

゜Ｗ

-

１

川
ふ

｀1

ト
ラ
　
イ

ｌ

・

八
分
岩
中
陣
Ｊ

ノ｀1

コ
ン
ヴ
ア
ー
ト
な
ら
ず

リ阿

の
混

・
‐
フ
飛
込
ん
で

後
岩
中
欧

ゴ

ル
に
せ
ま
り
し
も
キ
ッ
ク
で
返
さ

　
し
ー
・

ノ｀ゝ

　Ｉ

イ
ム

ぺ

後

牛

ど

一－

・
’
－
・
こ
り
し
も
、

一
ｊｌ

中
魂
を
発
揮
猛
然
と
敞
ゴ

１

ル

に

せ

疲
努
の
た
め
吋
力
続
か
ず
次
第
に
ゴ

Ｉ
ル
前
ま
で
迫
ひ
つ
め
ら
る
。
よ
く
キ
ッ
ク
で
返

す
も
、
八
分
敞
タ
ッ
チ
よ
り
寇
襲
岩
中
陣
に
せ
萱

り
し
を
タ
ツ
ク
ル
に
て
よ
く
ふ

イ
ム
６

　
嗚
呼

か

の
遠
征

に
く

て
我
等
ラ
グ

せ
ぎ
涅
に

ビ
ー
部
は

決
勝
で
敗
れ
た
。

ノ
ー
タ

今
年
蛤
め
て

然
し
殺
ご

ラ
ン
ド
で
柴
冠
を
得
る
事
を
誓
っ
た
。

-

そ
此
の
グ

顧
み
・
て
、
盛
力
の
竹
輪
性
と
熾
烈
な
フ
ァ
イ
ト

の
刳
得
を
後
輩
諸
君
に
望
む

校本

フ
タ

専馨
主
審

剽
　
襲

掛
川

専
　
瞰

四
月
二
十
七
日
午
後
四
時
牛

於
　
上
田
努
々
グ
ラ
ン
ド

波
多

Ｃ月Ｉ

四

野

幻
内
擾
寺

ぐ田

ｆ
‘
ｐ
ｊ

旧
ぷ

角
副
７

葛
吉
栃
河
小

ｒ
ｊ
ｌ

17.｀XX゛

●

線
審
　
大
村
、
菊
池

上
橋
村
田
蔀
蕗
越

井
高

う
ｊ
～
ｊ４ｊ

高
　
川
武
佐
加

ｔ

ｔ

Ｓ

Ｉ
ｊ
ｌ

Ｔ．

ｌ
ｋ
／
‐
Ｉ
ノ

Ｉ－Ｊ
ｒ
ｌ八Ｂ．

Ｉ
ｊ―

本
林
子
内
田
来
渫
‥
原

良．

岡
乎
伊

河
肌

ｆ●１ゝ

　
　
　
　
ケ

岡
堀
牛

第
一
回
暇
　
キ
ッ
ク
オ
フ
午
前
九
時
五
十
九
分

参
　
村
　
花
村
田

¥
Ｉ
、

’
Ｉ
Ｉ
’

　
田

近
藤
脇
　
梢

－！Ｊ
Ｉ
’
ｌ
’

Ｉ

Ｈ．

キ
ッ
ク
オ
フ
午
後
て
時
五
十

内
鰐
寺
　
村
　
花
村

　
　
野

Ｊ
’
－
・
、

ｔ　
蔀

ハ
今
望
　
佐

キ
ッ
ク
オ
フ
午
後
二
時
五
十
分

　
岩
中
Å
疲
啓
の
色
濃
く
も
選
手
一
同
元
気
に
て

決
診
に
り
ぞ
む
。

洋
即
吟
田

成
- －

一

●･.　･

須

竹

浪竹

闘

ｊ
ｌ
Ｉ

呑



校本電庭

Ｉ
Ｉ
１

;
l
＆

　中

　;；

｡｡｀-、

對
　
奥

３０
１
’
゛
！
－
’

４８１

ら~･゛

電
　
戦

2
2
醤
　
専

五
月
十
二
日
午
後
三
時
十
分

於

　
主
　
審

　
線
　
審

掛
川
釣
西

　
　
９りｎＩ

上
田
聾
専
グ
ラ
ン
ド

闘島
村
、

森
田

句
内
座
寺

ぐー
－
―Ｅ

野

角
潮
害
葛
害
栃
河
小

ｉ
ｌ

≒VVI.１

｀
、
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
’
ｉ

龍
眼
原
註
副

笠

ぐ屡々

渥
‥
子

上
　
ａ
ｊ

引

１

蔀佐
｀
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｋ

　
１

ｔ木
山
木
11.8.

村
田

梅
花

川
武
高
竹

―

Ｔ．Ｂ，

―ＩＨ

複
本
小
菊
佐
大
間
ハ
柵
鷹
太

１１１

１１’

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｊ
Ｉ‘
Ｉ
１

ふ
ｉ

）

４

ｆ

..l_.

/｀●於

●i

●'i

５６

｀－ヽｙ-″

　１１

　奥

ラ
ン

Ｆ

＆
1
　
6

潭
春
　
　
ぐ

　
　
木

　
　
々

穴
佐

41.1s

llj!j

llＪ１Ｆ．Ｒ．
――↓

か
Ｉ

ＩＩＪ

校
　
ご
｀

４

中盛

掛
川
馴
西
澄
内
寺

／
Ｉ
Ｘ

田

角
圈
七

野

登
仙
河
拐
小

ZZ
Ｗ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｊ
‐
”
ｙ

’
１
‐

1 1
眺
ｆ

‐
‥
ｆ
詞

上
野
田
保
原
山

　
　
渫

ﾄ

．井

橋高

４

～

ｔ

ｌ
’
Ｉ

Ｉ

址

ｊ
’
￥
－
－
Ｉ
゛
－
ｊ
゛

田
田
田

村
田
葱
花

川
武
佐
竹

―

Ｔ．Ｂ．

１

越
Ｉ’
‐
Ｊｒ
ｌ

お
’
Ｈ
‐
’

―

川
子
田
　
代

　
　
　
笹
田

谷
水
深
横
長
蒜
圀
榴
太
岡
垣
全
戸
　
太

岩
主
審

本
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
・

　中

　:TI

､－･.Aヽ－、

03

九
月

闘於

朝
潮

ぐ１１１占

～Ｉ１．
ｇ

‐

一
Ｖ
ｊ
Ｉ
Ｉ

谷
水
勝
横
長

　｜　　・
Ｓ６

ら⌒.″

　]4

　盛

Ｉ
Ｉ
ｉ

Ｉ’
‐
’

河
ｉＩ’
ノ

１

高

ヘ
ー
ー
ー
ー
ー
ｘ

Ｈ．８．

ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

　＝

ｊ

中十
分

戸
賀
深

花

扉
竹
佐

ｊ
・
’
‐
Ｍ
‐
’

大
索
。

肢

武1

川

―

Ｔ．Ｂ．

べ
／
ｌ
ｓ
″
‐
Ｉ
ノ

田
川
田
川
子
田

柵
大
岡
坂
全
戸

ｊ武Ｃ、日武lＦ．Ｂ ・｛―
代

/＾へ

る
ｏ

ら
　３

●

岩
　
中

１
０
）
。

ｌ
ｉ
″

‘
ｌ
ｌ

ら
３３

盛
中
キ
ッ
ク
と
共

来
る
、

が
よ
く

こど

心腹

分

コや

パ
ら

岩
中
キ
ツ

牛
１

り
り
・
Ｉ

　－
　り

Ｗ
　Ｏ

　終

太田

ｌ
岩

中
Qy

レ？

J£.

５０

｀⌒ｆ-゛

乃
盛
　
中Ｉ

ル
内
を

コ
ン
ヴ
ア
ー
ト
な

i:.

ず

冠
物
す
ご
く
突
込
ん
で

ツ
ク
ル
に
て
よ
く

Ｉ
フ
タ
イ
ム
ｏ

ＶＸ

コ

ン
ヴ
ア

一

心

の
ｆ
Ｉ
カ

よ
く
球
を
叙
十
五

Ｉ
ト
成
る

怒
気
も
の
す

、
キ
ッ
ク
と
共
に
敵
ゴ

ル
テ
イ
ー
に
て
返

さ

前
半
い
岩
中
キ
ッ
ク
オ
フ
と
同
時
に
敵
陣
に
突

逞
、
Ｆ
・
Ｗ
よ
く
が
ん
ば
リ
敵
ゴ
ー
ル
前
に
せ
ま

四
分
敵
陣
三
十
ヤ
ー
ド
擾
の
タ
イ
ト
よ
り
、

―
・
Ｗ
の
ド
リ
ブ
ル
に
う
つ
り
、
敞
ゴ

竹
花
押
さ
へ
て
ト
ラ
イ
、に

意

ク

　｀･

タ

突
迩
を
主
聘
武
田
好
タ
ツ
ク
ル
に
て
は
ぱ
ん
だ

嚢
と
腿
に
負
傷
退
場
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
、
主

聘
の
退
揚
板
敵
の
迎
撃
は
愈
々
弧
く
な
っ
て
来
た

こ
れ
を
は
ぱ
み

ﾉ｀･

）
盛
中
キ
ッ
ク
オ
フ
と
共
に
猛
然
と
突
込

ん
で
く
る
、
高
橋
よ
く
キ
ッ
ク
に
て
此
の
突
進
を

は
ば
む
も
中
心
人
物
武
田
の
逼
場
に
よ
り
次
第
に

－
ル
絢
ま
で
押
さ
れ
し
が
Ｉ
・

ｎ
’
て
キ
ツ
ク
に
て
敵
の
迎
撃
を
さ
ま
た
ぐ
、

ル
前
の
・
タ
イ
ト
よ
り
敵
球
を
得
Ｔ
・
Ｂ
の

ス
に
て
戸
田
ト
ラ
イ
、ψ｀゛

心

削
迄
突
進
す
る
ｔ

く

ベ

ナ

　
岩
手
軽
専
・
Ξ
催
北
日
本
ラ
グ
ビ
ー
大
倉

決
勝
　
対
盛
中
二
十
九
日
午
前
十
時
四

上
田
娶
専
ご
フ
ン
ド

線
審
　
黒

校
掛
川
馴
四
句
寺
内
優
越
橋

田（

野

勁;

吉

小

梅

4
n
･
‐
~
.
‐
.

。
″
ｊ
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｘ

地
上
山
田
深
坂
野

ｌ
ｌ

‐
?
4
‐
l
t
;
…

剽
盛
中
戦
（
春
期
定
期
戦
）

月
十
五
日
午
後
四
時

上
田
替
専
ダ



る
ｏ

氾

　○

そ
の
後
は
中
央
ラ
イ

蛉
す
所
一

り
竹
花

ラ
イ

ン
を
は
さ

Å

で

－
一 一

分
と
な
る
、
中
央
燈
の
ル

１
.
身
ド
リ
ブ
ル
に
出
敵
ゴ
ー
ル

コ

←_･

厄

-=〃

１

ズ
よ

中
央
に

ン
ヴ
ア
ー
と
な
ら
ず
（
６
１
政

敏
キ
ッ
ク
と
北
ハ

６

く

防
ぎ

　'●

Ｆ

す
る
む
ド
ロ

ム

　○

Ｗ
に

FI.

の

心’

　Ｑ

ト

版
権
と
突
込
ん
で
来
る
を
よ

ド
リ
乙
ノ
ル
に
て
敵
陣
に
逆
襲

ツ
プ
に
て
返
さ
れ
、

嗚
呼
診
て
・
リ
、

淫

に
ノ
ー
ぶ
’
イ

が
何
回
も
手
に
し
た
あ
ゐ
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
時

の
嬉
し
さ
―
一
一
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ

此
の
日
主
将
武
田
の
退
場
の
た
め
非
常

に

不
利

な
立
場
に
な
つ
た
が
よ
く
不
屈
の
精
紳
力
と
完
璧

の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
瞼
っ
事
が
出
来
た
。

我
等
は
技
術
の
み
な
ら
ず
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
勝
利

を
得
る
の
に
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
を
身
を
以
て

脆

嶮
し
た
次
第
で
あ
る
Ｃ

京
日
｝
Ξ
催
全
国
ラ
グ
ビ
ー
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地
瓦
岩
手
強
迷
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ト
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ー

‘
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始
１
り
選
手
よ

　
め
よ
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敞
ゴ
ー
ル

敞
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ず
ゴ｀

Ｉ

村
張

澄
押
さ

０

㈹

ル
前

引
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へ

盛
中

キ
て
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ヽ

く

パ
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盛

中

狭
ドー
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盛
中
の
キ
ッ
ク
オ
フ

燃
え
敵
を
呑
み
・
、

雨
の
惚
め
ボ
ー

始ル

も

ト
ラ
イ
出
来

Ｉ
と
な
ら
ず

C｀

り

　｜

返
す
も
、

プ

ｙ

駿
の
中
に

心
後

半

加:

ゝノ

Ｉ

フ
タ
イ
ム

　○

心．
・）

・）

１
０
）

？
甲
キ
ッ
ク
と
共
に
意
気
益
々
あ
が
り

五
分
敞
ゴ
ー
ル

に

拉
り
し
ヽ
も

ペ

ナ

ル
テ
多
く

ツ
ク
に
て
返
さ
れ
盛
中
ド
リ
ブ
ル
に
・
て
ｍ
一

ル
前
に
泣
る
、
盛
中
チ
ヤ

ゝ

府
中
ゴ

ン
ス
と
ば
や
り
猛
烈

キ
１

･7・

-

１

突
込
ん
で
来
る
の
を
、
よ
く
タ
ッ
ク
ル
で
防
ぎ
川

越
の
好
キ
ッ
ク
は
又
敵
の
突
進
を
防
ぎ
Ｆ
・
Ｗ
・
Ｔ

Ｂ

●

共
に
よ
く
敵
を
抑
ヘ
ゴ
ー
ル
前
の
防
禦
を
な

す
こ
と
十
五
分
に
反

っ
て
忿
に
ノ
ー
タ
イ

ぶム

も
、

よ
く

先
駆
得
黙
を
守

我
等
は
脇
て
り
、
二
度
診
て
り
。

此
の
日
の
診
利
は
部
長
先
生
を
姑
め
諸
先
輩
、

特
に
コ
ー
チ

ａ●

１

ｉ

ｒ
１
１
ｒ

永
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
と
北
ハ

'や

ら

１

高
オ
１

吃

援
團
の
・
熱
烈
な
る
渥
・
援
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

考

へ

し

て

る
と
き
上
記
の
・
皆
さ
ん
に
何
と
云
っ
て

よ

い
か
解
ら

な

Ｖ｀
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審
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ざ
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ｐ
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午
扱
一

河
原
帝
人

氏

時ゲ
ラ
ン

感
甜　

－
ヤ

ド

此
の
日
間
戦
前
よ
り
の
降
雨
の
た
め
グ
ラ
ン
ド

は
泥
の
海
と
化
し
た
。
」
に
勝
つ
、

同
心

前
に

4:φ

|こ

氾
る
。

は
手
に
つ
か
ず
ド
リ
デ
ー
ル
戦
を
展
開
。
二
十
二
分

五
ヤ
ー

ド
の
タ
イ
ト
よ
り
球
を
得

突
込
ん
だ
が
惜
し
く

武
田
敵
ゴ
ー
ル
内
に
入
り
落
球
し
た
の
を
河

ラ
イ
コ
　
ン

ツ
ク
と
共

に
猛
襲
を
繰
り
・

橋
武
田
よ
く
キ
ツ
ク
に
て
タ
ッ
チ
に
出
し
、
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工

ゴ
ー
ル
右
に
パ
ン
ト
を
あ
げ
Ｔ
・
Ｂ
押
へ
て
ト
ラ

イ
、
コ
ン
バ
ー
ト
な
る
（
３
－
Ｓ
）
。

　
そ
の
ま
ｉ
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
。

　
（
扱
牛
）
岩
中
奮
起
よ
く
攻
め
た
が
。
ヘ
ナ
ル
テ
イ

多
く
又
フ
オ
ア
ー
ド
の
ヒ
ー
ル
ア
ウ
ト
も
上
々
の

囮
子
で
あ
つ
た
が
依
然
仙
工
の
タ
ッ
ク
ル
正
確
に

會
ふ
な
ど
し
て
中
央
粒
を
は
さ
み
Ｉ
迎
一
氾
を
繰

返
す
中
二
十
分
仙
Ｔ
宍
ゴ
ー
ル
前
の
左
の
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
の
珪
を
Ｔ
・
Ｂ
の
バ
ス
に
て
左
隅
に
ト
ラ

イ
。
コ
ン
パ
・
ｌ
‐
‐
’
・
な
ら
ず
（
３
１
Ｈ
）
。

　
岩
申
最
後
の
一
分
迄
’
と
必
’
死
挽
回
に
努
め
し
が

成
ら
ず
ノ
ー
タ
イ
ム
。

　
我
が
ラ
グ
ビ
ー
部
は
三
度
仙
硲
に
て
敗
れ
た
。

　
此
の
吸
は
部
長
先
生
の
涙
の
出
る
橡
な
努
力
と

数
多
く
の
先
輩
諸
兄
の
恩
恵
と
に
よ
り
必
勝
を
期

し
て
出
場
し
た
り
で
あ
っ
た
が
逞
に
何
ら
の
囃
ひ

屯
出
来
ず
に
し
ま
っ
た
。
来
年
こ
そ
必
ず
此
の
恩

恵
に
雅
ひ
て
も
ら
ひ
た
い
。

　
最
後
に
来
年
度
へ
の
注
文
を
列
肥
し
下
級
生
諸

君
の
精
淮
を
願
っ
て
止
み
・
！
せ
ん
。

　
一
、
精
紳
的
向
上

　
二
、
完
全
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

　
三
、
正
確
な
ド
リ
ブ
ル
、
タ
ッ
ク
ル
心
習
得

四
、
先
収
得
黙
せ
る
も
最
後
迄
頑
張
‥
リ

五
、
主
将
に
は
絶
対
に
服
従
す
べ
し

六
、
試
合
に
は
必
ず
吟
つ
事

七
、
節
度
あ
る
柚
習

　
（
前
半
）
仙
エ
キ
ツ
ク
と
共
に
突
泡
す
る
を
岩
中

直
ち
に
攻
め
返
し
元
気
よ
く
敞
ゴ
ー
ル
前
に
屡
疸

し
綸
け
る
申
四
分
敵
が
Ｉ
ル
前
に
ペ
ナ
ル
テ
を
得

武
田
の
ド
ロ
ツ
ブ
ゴ
ー
ル
な
る
。
〔
３
１
０
〕

　
仙
エ
キ
ツ
ク
と
共
に
岩
中
陣
に
迫
り
し
も
再
び

敵
ゴ
ー
ル
前
に
痘
襲
。
絶
対
優
勢
裡
に
あ
る
う
ち

三
勁
り
先
以
得
勁
の
た
め
に
安
心
の
気
持
が
出
た

せ
い
か
仙
工
の
逆
襲
に
登
ひ
九
分
敞
ウ
イ
ン
グ
パ

ｙ
ト
に
よ
る
ゴ
ー
ル
内
の
球
を
飛
込
ん
で
捕
へ
て

ト
ラ
ー
’
１
、
Ｉ
ン
パ
ー
ー
ト
な
ら
ず
（
り
リ
ー
３
）
。

岩
中
Ｆ
・
Ｗ
・
非
常
に
調
子
よ
く
ス
ク
ラ
ム
よ
り

球
を
雁
る
も
仙
工
の
タ
ッ
ク
ル
に
漬
さ
れ
る
。
二

十
六
分
仙
工
は
１
・
Ｂ
駒
井
を
漬
し
て
得
た
球
を
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